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V340a CTA大口径望遠鏡　焦点面検出器のキャリブレーションシステム開発
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高エネルギー宇宙物理学の更なる発展を目指して現在、Cherenkov Telescope Array(CTA)計画が国際共同実験
として進行している。この計画は異なる口径を持つ３種類のチェレンコフ望遠鏡を複数設置して高エネルギーガン
マ線を観測する計画である。日本グループはその中でも大口径望遠鏡 (LST)の開発に大きく関わっており、LST
用焦点面検出器の開発を行っている。この焦点面検出器には LST一台あたり約 2000本の光電子増倍管 (PMT)が
検出素子として搭載される予定であり、このPMTには厳しい要求性能が課されている。我々はこの全PMTにつ
いて動作試験および性能評価を行うための測定装置を開発し、試験及び評価結果のデータベース化を行ってきた。
この結果は LST用焦点面検出器に搭載する各 PMTの配置を最適化するために用いられる。本講演では、PMT
の試験及び評価結果から得られた特性分布を中心に報告する。


